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黙の認識が根強く存在していたと言った方が適切かもしれない（1 Joseph Story, Commen-
taries on Equity Jurisprudence, §186 [Bigelow ed., 13th ed. 1886]）），また特にインサイ
ダー取引のような積極的な虚偽表示が存在しない事案で詐欺が問題となったものは
少なく，そのような事案でいかなる場合に「詐欺」が成り立つのか明らかではなか
った。そこで，本書は，そういった「詐欺」に関する判例の中から，インサイダー
取引の事案同様の積極的虚偽表示が存在しない事案の判例を網羅的に読み込むこと
で，アメリカの裁判所によって発展してきた「詐欺」の中核にあるものを抽出し，
その中核にあるものが，アメリカの「異質で不可解」なインサイダー取引規制を形
作ってきたのではないかと主張することを試みたのである。
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Ⅳ．私法学会報告
　本書を出版していただいて３年後の2014年10月の日本私法学会（於・中央大学法
学部）で，本書をテーマに報告する機会を得た。事前に，本学の同僚の先生方にリ
ハーサルをやっていただき，いくつもの有難いアドバイスをいただくことができた
し，また，ちょうど本書の出版直後に，わが国でいわゆる「増資インサイダー事件」
が社会的にも問題となり，インサイダー取引規制の法改正の動きが本格化したこと
があって，他のいくつかの研究会でも本書をテーマにした報告をさせてもらった経
験もあった。また学会当日の朝，本学の同僚の先生も含め，懇意にしていただいて
いる先生方に何人かお会いし声をかけていただいて，報告前に少し安心することも
できた。
　しかしそれでも，私法学会当日の会場の壇上にあがって報告が始まったときの緊
張感はいまでも鮮明に覚えている。徐々に落ち着きを取り戻したものの，正直，ど
のように報告し，質問に答えたか，ほとんど覚えていない。気づいたら，自分の番
が終わり，他の報告が始まっていた（私は朝１番の報告であった）といった感じであ
った。報告後もほとんど放心状態で，本学の同僚の先生方がその日の夜に開いてく
ださった「お疲れさま会」でやっといつもの感覚を少し取り戻せたという１日だっ
た。
Ⅴ．おわりに
　このように，多くの先生方に応援して支えていただいて，私法学会報告を終える
ことができた。私法学会での報告がどれだけ緊張するか，さまざまな先生からご自
身の体験も含め事前に伺っており，ある程度想像はしていたが，これほどまでとは
思っていなかった。このことに後日あらためて気づかされたのは，学会朝にお会い
した本学のある先生から，その際とっていただいた写真を見せていただいたときで
ある。その写真に写っていたのは，私の主観（自分としては，親しくしていただいて
いる先生方にお会いできて，少し緊張がほどけた状態にあると思っていた）とは異なっ
た，硬いこわばった表情の自分であり，学会当日はまったく平常な状態ではなく，
きちんと物事を認識する力をほとんど欠いていたことを知るのであった。
